
 

         ＨＯＫＫＡＩＤＯ CYCLING FEDERATION   2021/07/30 
                       21-7  

 

                                                             北海道自転車競技連盟 総務委員会 

                                                                  札幌市白石区北郷３条１３丁目５－４ 

                                                              

発行人   菊地 ひずる 

ｔｅｌ 011-871-8838  ｆａｘ 011-874-4006 

Ｅ-mail: hｃｆ-news＠hokkaido-cf.jp 
 

 コロナ感染症収束の兆しが見られず今後も大会延期・中止があり得る中、皆様のご協力を受けて大

会を開催しています。今後もご協力をお願いします。 

7月 26日 山本 幸平選手は 4度目のオリンピックとなる東京オリンピック 、マウンテンバイク男子ク

ロスカントリーで２９位となりました。 

7月 4日 Coupe du Japon 富士見パノラマ大会 XCO第３戦 クロスカントリ・オリンピック競技において

XCO Women Eliteで山田 夕貴選手が 3位、XCO Men Junior で野澤 瑠選手が 3位、XCO Men Youthで

古江 昴太選手が 2位となりました 

7月 17・18日 全日本ジュニアトラック選手権大会/JOCジュニアオリンピックカップ－トラック・ジュニア

（U17,U15）神戸 暖稀羽選手が女子ジュニア スプリントで 2位（予選タイム 12.089）５００ｍＴＴで 2位（タイ

ム 37.024）、男子 U17 ポイントレースで渡辺 一気選手が 9位となりました 

 

 

◎藻岩ヒルクライム入賞者及び昇格者 

エリート：１位 牧野 郁斗選手、２位 鳥居 康幸選手、３位 宍戸 博紀選手 

Ｓ-2：  1位 横山 隆司選手(エリートへ昇格)、２位 宇津味 健太選手、３位 杉山 友仁選手 

Ｓ-3：  1位 平口 泰輔選手(S-２へ昇格)、２位 吉田 秀選手、３位 伊藤 想大選手 

Ｓ-4：  1位 伊吹 祐輝選手(S-３へ昇格)、２位 Hunter Nathan選手、３位 横山 雅一選手 

Ｓ-5：  1位 吉田 豊選手(S-４へ昇格)、２位 長内 太郎選手、３位 松本 武蔵選手 

Ⅿ-1： 1位 村田 和法選手、２位 遠藤 進選手、３位 岡村 賢一選手 

Ⅿ-2： 1位 形本 静夫選手、２位 森 昭廣選手、３位 林  泉選手 

Ⅼ：  1位 米田 和美選手、２位 佐藤 礼子選手、３位 伊藤 麻耶選手 

Ｊ：  1位 中村 春斗選手、２位 成田 巧選手、３位 佐々 正真選手 

Ｊ-Ⅼ： 1位 齊藤 萌選手 
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Ⅽ-1： 1位 髙橋 駿斗選手、２位 猪子 虎選手、３位 泉 遙樹選手 

             

◎第４0回 道新杯サイクルロードレースでの入賞者及び昇格者 

エリート：1位 小橋 勇利選手、2位  宍戸 博紀選手、3 位 小倉 功太選手 

Ｓ-２：1位 平口 泰輔 選手（エリートへ昇格）、2位  宇津味 健太 選手、3位 佐々木 杉夫選手 

Ｓ-３ ：1位 西村 聖輝選手（S-2へ昇格）、2位  鬼頭 佳希選手、3位 戸叶 茂樹選手 

Ｓ-４：1位 村井 柊介選手、2 位  桑原 祐治選手（S-3へ昇格）、3位 Hunter Nathan選手 

Ｓ-５：1位 水野 諭 選手（S-4へ昇格）、2位  鈴木 一平選手、3位 渋谷 政人選手 

Ⅿ-１：1位 村田 和法 選手、2位  岡村 賢一選手、3 位 田中 正実選手 

Ⅿ-２：1位 森 昭廣選手、2位  駒谷 修選手、3位 形本 静夫選手 

Ⅼ  ：1位 米田 和美選手、2 位  伊藤 麻耶選手、3位 佐藤 礼子選手 

J   ：1位 佐藤 后嶺選手、2 位  島崎 将男選手、3位 成田 巧選手 

Ⅽ-１：1位 泉 遙樹選手、2位  髙橋 駿斗選手、3位 間所 大智選手 

Ⅽ-３：1位 岩本 昇大選手、2 位  夏井坂 陽基選手、3 位 大黒 眞優選手 

Ⅽ-４：1位 金谷 惟都選手、2 位  上野 颯馬選手、3位 間所 笑理選手 

理事長杯：小橋 勇利選手 

   

 

 

※2021年度北海道トラック展望※ 

 今週から望む望まないにかかわらずオリンピック・パラリンピックが開催されます。 

それなりにやる以上は自転車競技に関わる者同士、トラック、ロード、etcを共に楽しませていただきましょ

う。 
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 昨年は全国的にも大会は殆どと言ってよい程行われませんでした。 

トラック競技に関して北海道は 2大会行われ、ロード選手の皆さんには申し訳ない限りです。 

 そんな中で注目選手がいます。函館大谷高等学校 2年生の中石湊君です。 

今年 3月の久留米競輪場で行われた全国高等学校選抜大会 1ｋｍタイムトライアルで 2位（1′07″482）

を獲得しました。 

 先日 7/10，11 に函館競輪場で強化合宿を行った際、中石君は同じ 1ｋｍタイムトライアルで手計測では

ありますが 1′04″83 と言うタイムを打ち出しました。上記した選抜大会での 1 位のタイムを 1 秒以上上

回るものです。エリートの１秒差は大きな差ですが、ジュニアはまだ粗削り部分が多く中石君にも大いに

期待できます。 

 もう一人は中石君と同じ函館大谷高等学校の 3 年生の神戸暖稀羽さんです。 

7/17，18 に長野県で開催されたＪＯＣ（ジュニアオリンピックカップ）に出場し、500ｍタイムトライアル、スプ

リント共に 2位と言う成績でした。 

この二人は8月に福井県で行われるインターハイ出場が決まっておりますし、同月1日には国体予選も

行われ、順当であれば本大会への出場は間違えの無いところで、両大会共に活躍が期待されます。 

道車連会員皆で温かく応援しましょう。 

 


